
（2022年12月26日）

2023年度（令和5年度）神戸市当初予算策定に向け

市 長 要 望
　ポストコロナを見据え、医療提供体制の安定確保やコロナ禍で疲弊した市内経

済の活性化など政策課題が山積するなか、誰もが安全・安心に住み続けることが

できるまち神戸の実現に向け、

人への投資を着実に行いつつ、

すべての市民が夢と希望に満

ちあふれるまち神戸に結びつ

くよう、久元市長に対し要望

しました。

　ポストコロナを見据え、医療提供体制の安定確保やコロナ禍で疲弊した市内経

済の活性化など政策課題が山積するなか、誰もが安全・安心に住み続けることが

できるまち神戸の実現に向け、

人への投資を着実に行いつつ、

すべての市民が夢と希望に満

ちあふれるまち神戸に結びつ

くよう、久元市長に対し要望

しました。

会派予算要望の内容は次頁へ

　現在、開会されている定例市会で

は「2023年度（令和5年度）神戸市

当初予算（案）」の審議が行われて

います。予算案に加え、関連議案の

審議や局別審査を精力的に行ってい

ます。それぞれの審議にあたっては、

市民の声を反映させるべく、当局

提案に加え議会としての提案・提

言を積極的に申し入れるなど、当

初案を補強・意見反映したうえで

審議・認定となります。

令和5年第1回定例市会（2月13日～3月23日）

令和5年度
神戸市当初予算（案）

一般会計　8,794億円

特別会計　6,803億円

企業会計　3,284億円
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当初予算案における7つの柱
それに基づく主な新規・拡充事業【抜粋】

●新型コロナウイルス感染症にかかる相談体制の充実《220百万円》

　・新型コロナウイルス専用健康相談・後遺症相談窓口等の運営

　・こころの悩みを抱える方への相談体制の強化

１．コロナに打ち克ち、物価高騰に対応する

●こども医療費助成制度の拡充《356百万円》

　・外来医療費助成の対象を高校生世代まで拡大（R5.10月開始予定）

●コロナによる健康２次被害対策《98百万円》

　・緊急重点対策として、高齢者に転倒リスクチェックを実施。転倒リスクがある方を

    対象に、リハビリ専門職等による３か月間の短期集中プログラムを実施。

●防犯カメラの増設・補助拡充《245百万円》

　・直営防犯カメラの増設（約500台）

  ・地域団体への防犯カメラ更新補助の拡充（補助上限：８万円→11万円）

  ・地域団体への防犯カメラ修繕補助の新設（補助上限：５万円）

２．健康・安全を守る

●こどもの遊び場拠点の整備《33百万円》

　・こべっこあそびひろばの開設（西図書館跡・R5.5月開設予定）

●地域活動支援の強化

　・多様な主体の参画・協働による持続可能なまちづくりを実現するため、

    地域協働局を新設。また地域協働局と区が地域課題に一体で取り組むため、

    区まちづくり課を区地域協働課に名称変更

●こどもの居場所づくりの全市展開《140百万円》

　・こども食堂・学習支援の充実（R5年度中に全小学校区で実施予定）

３．温もりのある地域社会を創る

　現在、開会されている定例市会では

「2023年度（令和5年度）神戸市当初予算

（案）」の審議が行われています。予算

案に加え、関連議案の審議や局別審査を

精力的に行っています。それぞれの審議

にあたっては、市民の声を反映させるべ

く、当局提案に加え議会としての提案・

提言を積極的に申し入れるなど、当初案

を補強・意見反映したうえで審議・認定

となります。

令和5年第1回定例市会（2月13日～3月23日）

令和5年度
神戸市当初予算（案）

一般会計　8,794億円

特別会計　6,803億円

企業会計　3,284億円

　

以上の主要要望に加え、かじ幸夫からは、

西区内主要幹線の渋滞解消に向け、

都市計画道路である玉津大久保線（1.6km）

の早期整備を強く申し入れました。

要望④ ずっと住み続けたくなる魅力あるまち神戸

　すべての人にやさしい交通網の整備を図るとともに、都心や里山への移住定住

促進や空き家・空き地対策など、「神戸に住みたい住み続けたい」と思われるま

ちづくりに引き続き尽力されたい。「若者に選ばれるまち」となるために、地元

産業の活性化、新たな産業の振興や企業誘致を積極的に行い、働く場所として

神戸が選ばれるよう取り組まれたい。

要望⑤ 世界と空でつながる！また訪れたくなるまち神戸

　　神戸空港国際化により、真に神戸が世界に開かれたまちとなるよう、スピー

ド感をもって取り組まれたい。ナイトタイムエコノミーにつながる滞在型観光需

要に応えるため、神戸夜市の常設、夜景・イルミネーションなど、夜型観光コン

テンツのさらなる充実に努められたい。

要望① すべての市民が安心して暮らせるやさしいまち神戸

　　誰もが、いつまでも健康で安心・安全に暮らし続けられるよう取り組まれ

たい。シニア世代のフレイル対策を図るとともに、認知症神戸モデルの検診率

向上やさらなる健康増進・健康長寿社会の実現に努められたい。

要望② 未来を担う神戸っ子を誰ひとり取り残さないまち神戸

　学校園、家庭、地域が密に連携し、すべての子どもたちが、楽しく夢をもって

過ごせる学びの場を保障されたい。少人数・複数指導や小学校高学年での教科

担任制など、神戸市独自の人材を配置し、すべての児童生徒に寄り添いながら、

より一層の教育の充実を図られたい。

要望③ 芸術文化とスポーツの魅力を味わえるまち神戸

　神戸の芸術文化をさらに振興させ、魅力をよりいっそうに高められたい。2024

世界パラ陸上の神戸開催に向けて、身近に市民がスポーツを観戦し応援する機運

を醸成されたい。

会派予算要望　重点項目〔要約〕



市会議員の定数が削減されます～4議席削減し65議席へ～

　現在、神戸市会の定数は69名です。人口が同規模の川崎市や福岡市の議員定数から見れば多い状

況でした。またコロナ禍を受けて市民生活が疲弊するなか、議会も改革が迫られています。神戸市

会では、昨年、議会改革検討会を設置のうえ議員の定数削減を議論し、定数を4議席削減すること

を決定しました。この決定を受けて、今春執行予定の「第20回統一地方選挙」において、西区、垂

水区、北区、東灘区、それぞれの選挙区で1議席削減され、

西区では現行11議席から10議席となります。

  定数が削減されても、すべての区民の皆さんの声を

しっかり神戸市政に反映していく議員活動が求められます。

　             　

　　　　　　　　　昨年7月の欠員は70名という状況でした。担任配置ができないクラスもあり、

　　　　　　　早期の欠員解消、さらに新規採用による補充を訴えました。

　　　　　　　　教育委員会と課題を共有するなかで、選考結果は令和4年度実績の246名から451

　　　　　　　名と倍増しました。これを受けて、新規採用者が安心して子どもたちに向き合え

るよう、研修の充実やフォローアップ体制の強化を求め、例年は4月採用後すぐに現場配属される

ところ、今回採用予定者については、希望者について2月1日から研修を実施されることとなりま

した。

　子どもたちの健全育成や豊かな学びのためにしっかり準備いただきたいと期待しています。

子どもたちの豊かな学びのために
～教職員の定数確保に向けて（教育こども委員会質疑から）～

か じ

視 点

●新型コロナウイルス感染症にかかる相談体制の充実《220百万円》

　・新型コロナウイルス専用健康相談・後遺症相談窓口等の運営

　・こころの悩みを抱える方への相談体制の強化

１．コロナに打ち克ち、物価高騰に対応する

●こども医療費助成制度の拡充《356百万円》

　・外来医療費助成の対象を高校生世代まで拡大（R5.10月開始予定）

●コロナによる健康２次被害対策《98百万円》

　・緊急重点対策として、高齢者に転倒リスクチェックを実施。転倒リスクがある方を

    対象に、リハビリ専門職等による３か月間の短期集中プログラムを実施。

●防犯カメラの増設・補助拡充《245百万円》

　・直営防犯カメラの増設（約500台）

  ・地域団体への防犯カメラ更新補助の拡充（補助上限：８万円→11万円）

  ・地域団体への防犯カメラ修繕補助の新設（補助上限：５万円）

２．健康・安全を守る

●こどもの遊び場拠点の整備《33百万円》

　・こべっこあそびひろばの開設（西図書館跡・R5.5月開設予定）

●地域活動支援の強化

　・多様な主体の参画・協働による持続可能なまちづくりを実現するため、

    地域協働局を新設。また地域協働局と区が地域課題に一体で取り組むため、

    区まちづくり課を区地域協働課に名称変更

●こどもの居場所づくりの全市展開《140百万円》

　・こども食堂・学習支援の充実（R5年度中に全小学校区で実施予定）

３．温もりのある地域社会を創る

7 つ の 柱
会派予算要望（各局別要望含む）に対する神戸市当初予算案【抜粋】

　

  神戸市当初予算案については「７つの柱」から構成されていますが、それぞれ

の柱にある各項目では、随所に会派からの意見・要望を反映した新規・拡充事業

が盛り込まれています。一方で、まだまだ予算不足な事業や未実施の事業もあり、

今般の予算審議における意見反映に加え、引き続き神戸市当局への提案・申し入

れを強化してまいります。



●新たな産業団地の供給《535百万円》

　・新たな産業団地（西神戸ゴルフ場）の調査・設計

●神戸未来医療構想の推進《1,067百万円》

　・神戸大学と連携した次世代医療機器の研究開発や専門人材の育成の推進

　・医療機器開発プラットフォーム拠点の整備（R5年度末竣工予定）

５．力強い神戸経済を創る

●空港の機能強化《9,686百万円》

　・神戸空港島将来ビジョン策定

　・空港基本施設整備（エプロン西側拡張：R5年度工事着手、R6年度完了予定）

　・サブターミナル整備（R5年度設計・工事着手、R6年度完了予定）

　・駐車場・構内道路整備（R5年度設計・工事着手、R6年度完了予定）

●駅周辺のリノベーション　西神中央駅《451百万円》

　・駅西側広場の再整備（R4～6年度設計・工事）

　・パークアベニューリニューアル（R5年度工事）

６．未来に輝く神戸の街を創る

●市民向けデジタルサービスの向上《114百万円》

　・市民向けポータルサイト「スマートこうべ」のリニューアル

　・スマートシティプロジェクトの実施

　・高齢者等のデジタルリテラシー向上支援（デジタルデバイド対策）

●行政手続きのスマート化《1,022百万円》

　・行政手続きのスマート化促進のためのBPR支援

　・電子申請の支援等を行う「学園都市スマートサポート窓口」の運営

　・玉津支所の整備（R5年度改修工事、R6年度リニューアルオープン予定）

７．DXの活用による市民参加を進める

●地域コミュニティ交通の推進《134百万円》

　・地域コミュニティ交通の導入エリア拡大（10→16地域）

　・小規模需要地域に対応したデマンド運行支援制度の創設

●ため池防災対策の推進《246百万円》

　・ため池改修事業等の推進、利用されていないため池廃止の推進

●持続可能な農業の振興《382百万円》

　・「（仮称）こうべ里山SDGsビレッジ宣言」による地域循環型農業の推進

　　（神戸産農産物のリブランド、有機農業実施計画策定による産地づくり）

●農業の新たな担い手確保《65百万円》

　・地域の農業の将来像や農地の利活用を明確化した「地域計画」の策定

　・休耕田を活用した高齢者等向け「（仮称）こうべ給食ファーマー制度」の創設

●自転車活用の推進《4百万円》

　・神出山田自転車道の延伸ルートの検討

４．のびやかなくらしと環境を創る



市会議員の定数が削減されます  ～4議席削減し65議席へ～

　現在、神戸市会の定数は69名です。人口が同規模の川崎市や福岡市の議員定数から見れば多い状

況でした。またコロナ禍を受けて市民生活が疲弊するなか、議会も改革が迫られています。神戸市

会では、昨年、議会改革検討会を設置のうえ議員の定数削減を議論し、定数を4議席削減すること

を決定しました。この決定を受けて、今春執行予定の「第20回統一地方選挙」において、西区、垂

水区、北区、東灘区、それぞれの選挙区で1議席削減され、西区では現行11議席から10議席となり

ます。定数が削減されても、すべての区民の皆さんの声をしっかり神戸市政に反映していく議会活

動、議員活動が求められます。かじ幸夫はこれからも変わらず、区民の皆さまの声を丁寧にお伺い

し、安全・安心に暮らし続けられる西区のまちづくりのため尽くしてまいります。

　             　

　　　　　　　　　昨年7月の欠員は70名という状況でした。担任配置ができないクラスもあり、

　　　　　　　早期の欠員解消、さらに新規採用による補充を訴えました。

　　　　　　　　教育委員会と課題を共有するなかで、選考結果は令和4年度実績の246名から451

　　　　　　　名と倍増しました。かじ幸夫はこの結果を受けて、新規採用者が安心して子ども

たちに向き合えるよう、研修の充実やフォローアップ体制の強化を求め、例年であれば4月採用後

すぐに現場配属されるところ、今回採用予定者については、希望者について2月1日から研修を実

施されることとなりました。子どもたちの健全育成や豊かな学びのためにしっかり準備いただくと

ともに、子どもたちの笑顔があふれる学校となるよう期待しています。

子どもたちの豊かな学びのために
～教職員の定数確保に向けて（教育こども委員会質疑から）～

か じ

視 点

　これまで４年間、本会議や予算・決算の委員会、また所属する常任委員会や特別委員会において、

かじ幸夫の政策実現に向けて質問・提案・提言など意見反映に努めてまいりました。

今回、あらためてそれぞれの質疑の一端についてご報告させて頂きます。それぞれ詳細に

ついては、神戸市会ＨＰに動画及び議事録が保存されています。こちらもぜひご覧ください。

かじ幸夫の

〇　2019.10.29　本会議一般質問

　　１．市内公共交通のあり方及び施策の進め方について

　　２．水素利活用事業の推進について

　　３．学校現場におけるマネジメント機能の強化に

        ついて

〇　2020.6.26　本会議一般質問

　　１．ウォーターフロントにおける夜型観光の誘致に

        ついて

　　２．水素エネルギー事業の今後の展開について

　　３．西区役所　玉津庁舎の利活用について

　　４．神戸っ子応援団事業について

〇　2021.2.26　本会議予算代表質疑

　　１．Withコロナを見据えた医療人材の確保について

　　２．Withコロナを見据えた公教育におけるICT教育

        のあり方について

　　３．Withコロナを見据えた神戸のまちづくりのあり

        方について

〇　2021.9.7　本会議決算代表質疑

　　１．令和２年度決算及び神戸市行財政改革

        2020の総括について

　　２．災害時要援護者支援体制の強化について

　　３．住替え支援事業について

　　４．地域における交通利便性の確保について

〇　2022.3.23　本会議一般質問

　　１．公共交通中心の総合交通体系の構築について

　　２．学校教育に対する子どもたちの参画推進に

        ついて

〇　2022.9.22　本会議決算代表質疑

　　１．令和３年度決算及び行財政改革2025について

　　２．「神戸夜市」の実施状況と夜型観光のさらなる

        振興について

　　３．スクールカウンセラーについて

    ４．神戸ゆかりの遺産活用について

本
会
議



予算の内容は抜粋です。

詳細はこちらから見ることができます（PDF)

　これまで４年間、本会議や予算・決算の委員会、また所属する常任委員会や特別委員会において、

かじ幸夫の政策実現に向けて質問・提案・提言など意見反映に努めてまいりました。

今回、あらためてそれぞれの質疑の一端についてご報告させて頂きます。

それぞれ詳細については、神戸市会ＨＰに動画及び

議事録が保存されています。こちらもぜひご覧ください。

かじ幸夫の

〇　2019.10.29　本会議一般質問

　　１．市内公共交通のあり方及び施策の進め方について

　　２．水素利活用事業の推進について

　　３．学校現場におけるマネジメント機能の強化について

〇　2020.6.26　本会議一般質問

　　１．ウォーターフロントにおける夜型観光の誘致について

　　２．水素エネルギー事業の今後の展開について

　　３．西区役所　玉津庁舎の利活用について

　　４．神戸っ子応援団事業について

〇　2021.2.26　本会議予算代表質疑

　　１．Withコロナを見据えた医療人材の確保について

　　２．Withコロナを見据えた公教育におけるICT教育のあり方について

　　３．Withコロナを見据えた神戸のまちづくりのあり方について

〇　2021.9.7　本会議決算代表質疑

　　１．令和２年度決算及び神戸市行財政改革2020の

     総括について

　　２．災害時要援護者支援体制の強化について

　　３．住替え支援事業について

　　４．地域における交通利便性の確保について

〇　2022.3.23　本会議一般質問

　　１．公共交通中心の総合交通体系の構築について

　　２．学校教育に対する子どもたちの参画推進について

〇　2022.9.22　本会議決算代表質疑

　　１．令和３年度決算及び行財政改革2025について

　　２．「神戸夜市」の実施状況と夜型観光のさらなる振興について

　　３．スクールカウンセラーについて

本
会
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〇　2019.10.8　決算特別委員会（都市局）

　　１．都市空間向上計画について

　　２．高校生への通学費助成について

　　３．新長田エリアの活性化について

　　４．西神中央駅の駅前空間の活用について

〇　2020.3.2　予算特別委員会（経済観光局）

　　１．神戸夜市について

　　２．市内就職のさらなる促進について

　　３．ファーマーズマーケットの拡大に関して

〇　2020.3.5　予算特別委員会（都市局）

　　１．都心三宮の再整備について

　　２．めざす都市空間の実現に向けた土地利用の

        あり方について

　　３．地域コミュニティ交通について

〇　2020.10.1　決算特別委員会（文化スポーツ局）

　　１．世界パラ陸上競技選手権大会の開催について

　　２．図書館について

　　３．神戸市立博物館について

　　４．芸術祭の今後について

〇　2020.10.2　決算特別委員会（港湾局）

　　１．国際コンテナ戦略港湾の推進について

　　２．ウォーターフロント地区の魅力向上について

　　３．神戸空港について

〇　2020.10.5　決算特別委員会（経済観光局）

　　１．販路開拓支援（新たな販路開拓支援事業）に

        ついて

　　２．起業・創業支援（神戸の特色を活かした起業

        支援）について

　　３．商店街・小売市場の活性化（神戸市プレミア

        ム付商品券事業）について

　　４．「おいしい神戸産農水産物等の活用の推進に

        関する条例」の取り組み状況について

〇　2021.3.3　予算特別委員会（健康局）

　　１．斎場・墓園の再整備について

　　２．コロナ禍における市民への食の対策について

　　３．保健師の負担軽減について

〇　2021.3.4　予算特別委員会（福祉局）

　　１．介護人材確保について

　　２．高齢者の社会参加促進について

　　３．障害者の就労支援について

　　４．ICTを活用した生活困窮世帯へのリモート学習

　　　　支援について

　　５．障害児支援の質の向上について

〇　2021.3.10　予算特別委員会（環境局）

　　１．「まわり続けるリサイクル」の推進

         について

　　２．食品ロス削減の取り組みについて

　　３．災害を踏まえた人員体制のあり方に

        ついて

〇　2021.9.10　決算特別委員会（健康局）

　　１．職員の健康・メンタルヘルス対策

        について

　　２．子どもの健康確保について

　　３．今後の健康危機管理体制の強化

　　４．アフターコロナにおける保健衛生業務について

〇　2021.9.13　決算特別委員会（環境局）

　　１．アスベスト飛散防止の取り組み

　　２．フードバンク、フードドライブの取り組み

　　３．外部給電・神戸モデルについて

〇　2021.9.16　決算特別委員会（福祉局）

　　１．障害者の就労支援について

　　２．ひきこもり状態にある人に対する支援について

　　３．職場等における発達障害者の理解促進について

　　４．災害時における要援護者支援について

〇　2022.3.2　予算特別委員会（健康局）

　　１．公衆衛生業務の充実について

　　２．データを活用した市民への健康づくり対策に

        ついて

　　３．神戸市立看護大学の運営について

〇　2022.3.3　予算特別委員会（環境局）

　　１．脱炭素社会の実現に向けた取り組みについて

　　２．「外部給電・神戸モデル」について

　　３．ICTを活用した環境教育の充実について

〇　2022.3.8　予算特別委員会（福祉局）

　　１．発達障害者支援について

　　２．災害時における要援護者支援について

　　３．事業者への指導監査について

　　４．生活困窮者への支援について

　　５．スマートシティ神戸との連携について

〇　2022.9.28　決算特別委員会（こども家庭局）

　　１．保育需要のピークアウトを見据えた施設整備

        のあり方について

　　２．学童保育について

　　３．こどもの居場所づくりについて

〇　2022.10.5　決算特別委員会（教育委員会）

　　１．令和の時代における『学校の業務と活動』

　　２．体力向上に向けた取り組みの推進

　　３．コミュニティ・スクールの推進

　　４．ＡＩを活用したスクリーニング
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